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極楽寺保育園(私立)は、中之条地籍の極楽寺境内に昭和29年 6月に園児数49名で開園、同42年 2

月に園舎を新築しました。

園児は現在70名で、地域がら農家とつとめ人の児童が半々です。

固め北側をはしる、県道を除けば、車の量も少なく、園児達は周囲のたんぽや、千曲川の堤防まで

圏外保育にでかけ、かけっこや遊技を楽しんでいます。また、木琴、鉄琴、メロデオン、ハモニカな

どでブラスパンドを編成、音楽をとおして心豊かな協調性ある園児に育つことを願うとともに、年中、

年長組が運動会やおたのしみ会で演奏し好評を得ています。今年卒園する園児30名は、小さな胸をふ

くらませ小学校へ入学する日を心まち し て い る 今 日このごろです。(極楽寺保育園長)
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市民の動き

( 3月 1日上J!.Hl

総人口 109，490 (+ 93) 

男 53，331 (+29) 

女 56，159 (+64) 

世帯数 31，862 (ー ]1 ) 

() 内は前月比てす。
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身
体
の
不
自
由
な
皆
さ
ん
が
働
く
施

止
と
し
て
、
中
之
条
地
絡
め
上
回
出
修

悦
跡
地
に
総
工
貨
約
二
億
二
千
万
円
を

慨
し
て
昨
年
八
月
に
着
工
、
建
設
を
進

め
て
き
た
「
仁
田
し
い
の
み
園
」
は
、
三

月
十
日
に
完
成
、
四
月
一
日
開
園
し
ま

し
た
。

上
回
し
い
の
み
園
は
、
約
三
千
四
百

平
方
日
の
敷
地

へ
、
約
一
千
六
百
平
方

日
引
の
鉄
竹
耐
火
構
造

の
平
屋
建
て
園
舎

を
挫
設
、
三
級
以
上
の
重
度
身
体
障
害

者
の
皆
さ
ん
五
十
名
が
入
国
し
ま
し
た
。

国
会
は
、
車
い
す
で
楽
に
す
れ
途
い

が
で
き
る
三
日
帽

の
広
い

ロ
|
カ
。

ロ

l
カ
か

ら
各
部
屋
や
屋
外
へ
い
阜
い
す
で

自
由
に
出
入
り
で
き
る
よ
う
敷
き
肘
を

床
面
と
同
じ
高
き
に
し
た
リ
、
ス
ロ
ー

プ
を
設
置
。
身
体
障
害
者
用
の
手
す
り

の
つ
い
た
ト
イ
レ
な
ど
身
体
の
不
自
由

な
人
が
使
い
や
す
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
事
故
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
各
部
屋
に
イ
ン
タ
ー

ホ
ー
ン
を
備
え
る
と
と
も
に

、
入
国
者

仕事をとおして夢のある生活

えつ_~ 764号 (接持説綴号)一一一広報

企上回しいのみ圏全景

の
希
望
に
よ
り
部
屋
を
見
回
せ
る
テ
レ

ビ
装
置
が
取
り
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
現

在
最
高
の
設
備
が
整

っ
て
い
ま
す
。

入
国
し
た
身
体
の
不
自
由
な
人
達
は

訓
練
と
し
て
、
箱
折
り
、
ピ
ン

チ

(せ

ん
た
く
ば
さ
み
)
作
り
、
マ
ジ
ッ
ク
ペ

ン
の
ベ
ン

先
き
作
り
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
用
ホ

l
ク
の
結
束
な
ど
簡
易
な
手
作

業
を
六
か
月
間
行
い
、
そ
の
後
、
各
自

に
あ

っ
た
編
物
、
縫
製
、
タ
イ
プ
打
ち

な
ど
の
仕
事
を
行
い
ま
す
。

入
園
者
は
、
こ
れ
ら
の
作
業
を
と
お

し
て
、
働
く
こ
と
に
生
が
い
を
見
つ
け

る
と
と
も
に
、
身
体
の
不
自
由
な
人
同

士
が
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
明
る
く
夢

の
持
て
る
協
同
生
活
を
行
い
ま
す
。

入
国
し
た
人
達
は
、
上
田
市
、
小
県

不
用
品
の

戸外へも車いすで自由に出砂

入りできるように、ゆるやか

かなスロープがついていま

す。

F号機警灘議警告件

認昆

郡
か
ら
約
三
十
名
、
ほ
か
に
南
北
佐
久

郡
、
坂
城
町
、
更
埴
市
、
長
野
市
、
遠

く
は
中
野
市
、
大
町
市
か
ら
も
入
国
し

て
い
ま
す
。

上
回
し
い
の
み
園
は
、
社
会
福
祉
法

人
「
し
い
の
み
会
」

(
会
長
村
上
和
夫

さ
ん
)
と
、
上
田
市
、
小
県
郡
下
の
町

村
が
協
力
し
て
建
設
し
た
県
下
で
初
め

企トイレは、障害の程度によって使いわけ

られる四ツのタイプがあります。(写真は

比較的軽度の人が利用するトイレです)

.Aおふろは.、 流し場から体をづらせる

だけで浴そうに入れるよう、ゆるや

かな傾斜がついています。

て
の
施
設
で
す
。

運
営
は
、
し
い
の
み
会
が
行
い
、
園

長
以
下
、
指
導
員
五
名
、
寮
母
四
名
、

看
護
婦
一
名
、
調
理
士
四
名
な
ど
職
員

二
十
名
の
ほ
か
、
二
名
の
嘱
託
医
を
置

く
な
ど
、
身
体
内
不
自
由
な
入
国
者
が

安
心
し
て
快
適
な
生
活
か
お
く
れ
る
よ

う
万
全
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

ビん
| 機

守

ロ

キ
;ノ

ゲ
千
エ

? 

守
J、、
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これでは寝る所もありません

え

家
財
道
具
な
ど
を
買
う
場
合
は
、
置

き
場
所
の
ス
ペ

ー
ス
に
合
っ
た
物
を
貰

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
土
地
代
も
建

築
資
も
年
々
高
く
な
っ
て
い
る
今
日
、

家
財
道
具
の
置
き
場
所
も
高
価
な
も
の

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

家
の
大
き
き
の
割
に
、
家
財
道
具
が

大
き
す
ぎ
た
り
、
あ
ま
り
使
わ
な
い

家

財
道
具
が
家
の
主
要
部
分
を
占
め
て
い

'】

助
役
に

永
野
さ
ん

四
月
一
日
就
任

三
月
定
例
市
議
会
で
、
助
役
に
永

野
裕
貞
さ
ん
が
、
柴
崎
章
雄
さ
ん
の

後
任
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
四
月
一
日
か
ら
四
年
で
す
。

家のスペースにあわせて

斗
A
F

目六道-f 

口
阿
川

{
弱
小

る
こ
と
が
意
外
に
多
い
も
の
で
す
。

不
用
と
な
っ
た
家
財
道
具
を
廃
物
利

用
し
た
り
、
衣
服
を
更
正
し
て
利
用
す

る
こ
と
も
生
活
の
知
恵
で
す
が
、
利
用

で
き
る
物
を
お

E
い
に
交
換
(
売
買
)

し
あ
、
え
ば
い
っ
そ
う
効
果
的
で
は
な
い

で
し
ょ
う
カ
。

永
野
裕
貞
さ
ん

(
略
歴
)
長
野
中
学
卒
、
上
回
繊

維
専
問
学
校
卒
。
長
野
県
北
佐
久
地

方
事
務
所
長
、
長
野
県
総
務
部
管
財

謀
長
、
長
野
県
総
務
部
地
方
課
長
、

不
用
品
の登

録
を
し
よ
う

〈
紹
介
あ
っ
せ
ん
を
実
施
〉

市
で
は
、
不
用
口
聞
の
紹
介
、
あ
っ
せ

ん
を
五
月
十
五
日
ま
で
行
っ
て
い
ま
す

生
鮮
食
品
以
外
で
、
皆
さ
ん
の
家
庭

に
あ
る
不
用
品
(
使
用
で
き
る
も
の
)

な
ら
な
ん
で
も
受
付
ま
す
の
で
、
資
源

活
用
推
進
本
部
事
務
局
(
市
民
課
生
活

係
)
へ
電
話
な
ど
で
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
不
用
口
聞
を
希
望
す
る
皆
さ

ん
も
、
同
事
務
局
へ
託
話
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

(
宮
代
表
@
四
一

O
O
)

す
で
に
次
の
品
物
か
登
録
さ
れ
た
り

希
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
用
品

情
報
コ
ー
ナ
ー

〈
ゆ
ず
り
ま
す
v

a
イ
オ
ン
足
温
器

V
ベ
ソ
ド

V
製
め

長
野
県
下
伊
那
地
万
事
務
所
長
、
長
崎

野
県
教
育
委
員
会
教
脊
次
長
、
長
野

県
人
事
委
員
会
事
務
局
長
、
長
野
県

生
活
環
境
部
長
。
五
十
五
歳
。
中
之

条
。

柴
崎
さ
ん
退
任

退
任
さ
れ
た
柴
崎
さ
ん
は
、
四
十

九
年
四
月

一
日
助
役
に
就
任
、
任
期

の
四
か
年
間
お
つ
と
め
さ
れ
、
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

ん
機
V
ロ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア

l
v
ベ

ビ
ー
カ
ー

v
子
供
食
卓
セ

ッ
ト
V
メ

リ
ー
ゴ
ー
ラ

ン
ド

V
都
市
ガ
ス
用
飲

飯
器

V
瞬
間
湯
わ
か
し
器

V
七
五
三

用
着
物
V
正
絹
袋
帯
(
黒

)

V
正
絹

お
め
し
(
水
色
)
V
7
7
コ
l
ト
V

礼
服
用
ワ
ン
ピ
ー
ス

V
ベ
ル
ト
マ

サ
ー
ジ
機

V
旧
約
聖
書

V
保
母
養
成

議
座
問
題
集
は
か
。

〈
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

〉

'v短
気
オ
ル
ガ
ン

V
子
供
用
自
転
市
中

く市役所駐車場〉

み
ん
な
で
出
品

み
ん
な
が
参
加
し
よ
う

「
む
だ
を
な
く
し
物
を
生
か
す
市
民

運
動
」
は
、
今
年
で
三
年
目
、
年
ご
と

に
運
動
の
成
果
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
「
省
資
源
」
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

が
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、
い

っ
そ
う
こ

の
運
動
の
輸
を
広
げ
、
一
人
一
人
が
物

を
大
切
に
す
る
気
持
を
身
に
つ
け
ま
し

ト晶
、「J

。「
資
源
活
用
広
場
」
は
、
こ
う
し
た

こ
と
を
目
的
に
、
五
月
十
四
日
州
市
役

所
駐
車
場
を
開
政
し
、
青
空
市
場
方
式

で
行
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
不
用
品

を
た
く
さ
ん
出
品
し
、
お
互
い
に

「物

を
生
か
し
て
」
使
う
こ
と
を
々
、え
ま
し

トゐ
、「J

。

〈
対
象
品
目
・
販
売
方
法
〉

マ
一
般
家
庭
の
不
用
品
ム

家
庭
用
品
な
ら
な
ん
で
も
け

つ
こ
う

で
す
。
新

・
中
古
は
聞
い
ま
せ
ん
。

出
品
者
自
身
が
販
売
で
き
な
い
場
合

は
、
希
望
価
絡
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考
慮
し

価
格
査
定
委
員
会
が
適
正
価
格
を
決
め

一
O
%
の
手
数
料
を
つ
け
、
古
物
商
組

合
で
販
売
し
ま
す
。

口
問
物
の
搬
入
は
、
五
月
十
四
日
間
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
同
十
時
ま
で
で
す
。

マ
商
庖
、
工
場
な
ど
の
処
介
品
企

在
庫
さ
れ
て
い
る
商
品
の
「
キ
ズ
物
」

「
ハ
ン
パ
物
」
な
ど
の
家
庭
用
品
で
、

市
価
の
半
値
以
下
で
販
売
で
き
る
も
の

を
対
象
と
し
ま
す
。

販
売
は
、
出
品
者
で
行
っ
て
く
だ
さ

マ
販
売
の
申
込
み
・
お
閉
会
せ
ム

資
源
活
用
広
場
へ
出
口
問
、
販
売
を
希

望
す
る
皆
さ
ん
は
、
四
月
二
十
日
嗣
ま

で
に
屯
話
な
ど
で
、
資
源
活
用
推
進
本

部
事
務
局

(
市
民
課
生
活
係
)
へ
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
(
古
代
表
@
四
一

O
O
)
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お知らせ

:恒例の太郎山を語る会が 3月16日に行わ

;れました。 52年の最多登山者は、常磐町

;にお住いの安藤武良さんで 139回も登つ

:ています。写真は、石井市長(左)から最

:多登山の「がく」を受ける安藤さん。

し
尿
く
み
取
り
料
金
を
改
訂

四
月
一
日
実
施

えつ

し
尿
く
み
取
り
料
金
を
下
表
の
よ
う

に
改
訂
し
、
四
月
一
日
か
ら
実
施
し
ま

す
。

基
本
料
金

l
十
八
リ

ッ
ト
ル
に
つ
き
七

十
六
円
。

付
加
料
金

1
作
業
に
要
す
る
距
離
が
三

十
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
た
と
き
百
十
円

作
業
に
要
す
る
距
離
が
六
十
メ
ー
ト

ル
を
こ
え
た
と
き
二
百
十
円
。

塩
田
母
子

健
康
セ
ン
タ
ー
の

入
所
料
な
ど
を
改
訂

上
田
市
塩
田
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の

入
所
料
、
分
ベ
ん
介
助
料
を
四
月
一
臼

か
ら
次
の
よ
う
に
改
訂
し
ま
し
た
。

入
所
料

l
現
行
二
千
五
百
円
を
三
千
円

4号ー

し尿くみ取り料金早見表 f単 位 は 円 ) 五 ft
千ん
円介

助

料

11 

現
干丁

万
円
を

万

横
断
は
見
る
く
せ

待
つ
く
せ
止
る
く
せ

〈
春
の
交
通
安
全
運
動
〉

14月6日一15日|

春
の
交
通
安
全
運
動
が
四
月
六
日
同

か
ら
十
五
日
出
ま
で
全
国
い
っ
せ
い
に

行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、

①
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
、
特
に
子

供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止
。

②
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
。

③
シ

l
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
。

を
重
点
に
行
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か

四
月
は
、
新
入
学
、
入
園
の
児
童
、
園

児
の
交
通
事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。

。1 2 3 4 5 6 7 8 9 

。 4 8 13 17 21 25 30 34 38 

10 42 46 51 55 59 63 68 72 76 80 

20 84 89 93 97 101 106 110 114 118 122 

30 lZ1 131 135 139 143 148 152 156 lω 165 

40 169 173 177 181 186 190 194 198 2ω 207 

50 211 215 219 224 228 232 236 241 245 249 

60 2日 257 262 266 270 274 279 283 287 291 

70 295 3∞ 304 308 312 317 321 325 329 333 

80 338 342 346 350 354 359 363 367 371 376 

90 380 384 388 392 397 401 405 4ω 414 418 
'---....J...... 一 一

マ
ペ
ン
習
字
教
室

l
月
曜
日
午
後
六
時

か
ら
同
八
時
。
三
十
名
。

運
転
者
の
皆
さ
ん
、
ご
家
庭
の
皆
さ

ん
、
み
ん
な
で
交
通
事
故
防
止
を
心
が

け
、
子
供
達
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま

!レょ
、つ。

自
転
車
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
、
歩
行

者
の
皆
さ
ん
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
交

通
安
全
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

日緬剛
一栄
品
。A

e¢
一一家

JJf.

。
獄
。
引
開
一館
勝
。聞
を
変
更
一税制♂

。平

aw-Je前。九
時
JF一午
後
指
時
一

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
四
月
か
ら
開

館
時
聞
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
し
た
。

婦
人
の
皆
き
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

開
館
時
間

l
午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時

た
だ
し
日
曜
日
は
、
午
前
九
時

1
午

後
五
時
ま
で
で
す
。

休
館
日

l
毎
週
水
曜
日
と
国
民
の
祝
日

た
だ
し
、
休
館
日
と
祝
日
が
重
な
る

場
合
は
、
翌
日
も
休
み
ま
す
。

利
用
で
き
る
人

l
市
内
に
住
ん
で
い
る

勤
労
婦
人
か
家
庭
の
主
婦
お
よ
び
市

内
の
事
業
所
に
勤
め
て
い
る
婦
人
。

利
用
方
法

1
使
用
日
三
目
前
ま
で
に
、

印
鑑
を
持
参
し
て
申
込
ん
で
く
だ
さ

お
問
合
せ

l
働
く
婦
人
の
家
(
材
木
町

一
丁
目
宮
@
二
九
八
八
)

一戸川一一一一……
λ
=

一歳
。児
λ
a
f

…お
いHm.
ゾ

0

・以

¥ey・一じ
-
怒

日
u
aeJA--
m
e--eee--a〆
¥-eM

i

e
白

，

i

s
l
d

e-

四
月

の
乳
児
、
三
歳
児
検
診
を
左
表

に
よ
り
行
い
ま
す
。
四
月
か
ら
一
歳
半

児
の
検
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

時
聞
は
、
い
ず
れ
も
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
。
母
子

健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

三歳児検診日程表

会場 上セ回ン市タ健ー康 康塩セ田母ン子タ健ー

地 区 梅田全区

対象児 50年 3月生 50年3・4月生

4 月 13日

乳児検診日程表

金崎 k図市 健康セ ンタ ー 塩二階田会支議室所 祉川西セ社ン会ター福

4か月児 9か月児 l歳半児 4・9か月 4・9カ‘月
対

象 52年12月
5573Z年年月1812月月月生児 52年12月生 52年7月生 51年10月生

7月生

トー

|翌
担!ご空~ご割戸市内 極回全区 川西全区

巴 258 18日 11日

第
日
田
植
木
祭
り
開
く



号aa' 
pu 

nt 
第一

働

く
婦
人
の
家
で
は
、
次
の
各
種
婦

一

人

教

室
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

ト

希

望

者

は

、

来

館

し

て

早

目

に

申

告

別
闘
で
く
だ
さ
い
。

孔
一
四
対
象
者

l
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
動

防
滑
め
て
い
る
婦
人
。

畑
明
申
込
方
法
M
M
四
月
十
六
日
旧
か
ら
四
月

一

二

十

二

日

出

ま

で

に

、
働
く
婦
人
の

一

家
へ
材
料
費
、
テ
キ
ス
ト
代
を
添
、え

だ

て

申

込

ん

で

く

だ

さ

い

。

た

だ

し

定

民
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
。

受
講
料
M
M
無
料

お
閉
会
せ

l
働
く
婦
人
の
家
(
宮
@
二

九
八
八
)

えつ一(5)ー一一一昭和53年 4月 1日 広 報
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f 、さくら前線北上。~

A 公園をよごさずに t 
? 楽しい花見をしよう 1 
4 楽しい花見のシーズンが近づいてきまし 5
3た。花見の時は、持ってきた物は、必ず持 t
fちかえり、公固などを汚さないようにしま?

々しょう。~
R 花見のための事前の場所取りは禁止され世

間均時時均時均時時由時由市町Jbています。

マ
ペ
ン
習
字
教
室

1
月
曜
日
午
後
六
時

か
ら
同
八
時
。
三
十
名
。

マ
料
理
教
室

1
月
曜
日
午
後
六
時
か
ら

同
八
時
。

A
-
B
コ
l
ス
各
二
十
四

名。

マ
着
付
教
室

l
火
曜
日
午
後
六
時
か
ら

同
八
時
。
三
十
名
。

マ
茶
道
教
室

l
木
曜
日
午
後
六
時
か
ら

同
八
時
。
二
十
名
。

マ
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
教
室

l
金
曜
日

午
後
六
時
か
ら
同
八
時
。
三
十
名
。

マ
和
裁
教
室

l
土
曜
日
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
同
三
時
三
十
分
。
二
十
名
。

マ
松
本
て
ま
り
教
室

l
土
曜
日
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
同
三
時
三
十
分
。
二

十
五
名
。

各
教
室
の
材
料
費
、
テ
キ
ス
ト
代
に

つ
い
て
は
、
働
く
婦
人
の
家
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

グラッときたら…・・・

地震への備えを万全にしよう

上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、

次
の
各
講
座
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
、
必
ず
来
館
し
て
早
自

に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

マ
茶
道
教
室

1
毎
週
月
曜
日

マ
絵
画
教
室

l
毎
週
火
曜
日

マ
木
彫
教
室
M
H
毎
週
水
曜
日

対
象
者

l
二
十
五
歳
ま
で
の
勤
労
青
少

年。

と
き
・
と
こ
ろ

1
午
後
六
時
三
十
分
か

ら
、
上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム。

締
切
り
日

1
四
月
十
五
日
出

お
問
合
せ

l
上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
|

ム
(
宮
@
七
一
一
七
)

酒
を
飲
み
す
ぎ
て
体
を
こ
わ
し
た
、

酒
で
家
族
や
職
場
な
ど
に
め
い
わ
く
を

か
け
、
友
人
に
忠
告
さ
れ
て
も
酒
を
や

め
ら
れ
な
い
で
い
る
人
、
ま
た
は
家
族

の
皆
さ
ん
断
酒
会
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
か
ら
立
直
っ
た
皆
さ

ん
の
体
験
談
や
医
師
の
お
話
し
を
聞
き

ま
し
ょ
う
。

と

き

H
H
毎
週
木
曜
日
、
夜
七
時
か
ら

九
時
ま
で
(
四
月
は
、
六
・
十
三
・

二
十
・
二
十
七
日
。
五
月
は
、
四
・

十
一
・
十
八
・
二
十
五
日
)

と
こ
ろ

l
上
回
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

お
問
合
せ

1
市
役
所
保
健
予
防
課
保
健

相
談
室
(
宮
@
四
一

O
O
内
線
二
九

避難場所、避難路の確認

地震が起きたとき最もお そろしいのは、

地震そのものよ り、地震に伴って発生する

火災が燃え広がることです。関東大地震の

ときも、死者のほとんどが、火災による焼

死でした。また、地震に伴って浸水、がけ

崩などが発生します。

避難するときには、安全な避難場所へ、

できるだけ余裕をもって早自に避難するこ

とです。 このため日頃から次のことに心が

け、市で指定した避難場所(広報うえだ 2

月16日号へ掲載)や避難路を確めておきま

しょう。

①家族全員で避難場所まで実際に歩いてみ

て、夜間の場合も考え危険か所のチェ γ

ク、 )1頃路、所要時間を確認しておきまし

ょっ。

②市、消防署、警察署などで地震を想定し

て行う避難訓練や防災訓練に積極的に参

力日し、いざというときにあわてないよう

にしましょう。

⑬ 

あなたの国民年金

一
第
日
田
植
木
祭
り
開
く
い

一
四
月
十
三
日
か
ら
上
回
公
園
一

一
第
十
一
回
植
木
祭
り
が
次
に
よ
り
一

一
行
わ
れ
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
お
出
…

一
か
け
く
だ
さ
い
。

叩

一

と

き

1
四
月
十
三
日
同

1
十
六
日
一

・

目

。

叫

…
と
こ
ろ

1
上

回

公

園

内

。

一

。
訂

正

お

わ

び

三
月
十
六
日
発
行
の
市
民
グ
ラ
フ
上

回
第
六
号
、
進
む
農
業
の
近
代
化
の
下

段
、
塩
田
平
附

M
を
か
ん
が
い
の
中
の

「
約
二
十
二
億
円
を
費
し
て
」
は
「
約

二
十
億
円
を
費
し
て
」
の
誤
り
で
し
た

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

その⑧

今月は、保険料を納める必要がない、老

齢、障害、母子の各福祉年金が受けられる

月ですので、該当する人は、 4月11日以降

に、国民年金証書と印鑑を持参して、指定

の郵便局で手続きしてください。

また、今月は、 53年度保険料を l年分ま

とめて前納できる月です。前納すると割引

きになるうえ納期ごとに手続きする手聞が

はぶけお得ですのでなるべく前納されるこ

とをお勧めします。
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市
内
の
労
働
組
合
の
な
い
中
小
企
業

(
商
庖
、
工
場
、
事
業
所
な
ど
)
へ
お

勤
め
の
み
な
さ
ん
「
上
田
市
勤
労
者

E

助
会
」
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

同
互
助
会
で
は
、
事
故
、
病
気
な
ど

思
わ
ぬ
出
資
で
急
に
お
金
が
必
要
な
と

き
「
生
活
資
金
」
を
お
貸
し
し
ま
す
。

ま
た
、
結
婚
、
出
生
、
就
学
、
住
宅

災
害
、
傷
病
、
死
亡
な
ど
の
時
、
お
互

い
に
助
け
合
う
共
済
制
度
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
、
住
宅
資
金
の
貸
付
な

ど
を
行
い
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
好
評

を
得
て
い
ま
す
。

最
近
、
は
や
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金

幸

融

な

ど

、

安

易

に

お

金

を

貸

し

出

す

金

広

融

機

関

が

あ

り

ま

す

が

、

安

全

性

や

返

一

済

計

画

な

ど

じ

ゅ
う
ぶ
ん
に
検
討
す
る

一

こ

と

は

も

ち

ろ

ん

、
借
入
れ
先
き
を
良

渇

く

考

え

て

利

用

す

る

よ

う

に

し

ま

し

ょ

鋭

う

。

議

互

助

会

加

入

の

手

続

き

な

ど

に

つ

い

昭
和
て
は
、
上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

一

労

政

謀

、

上

田

市

勤

労

者

E
助
会
事
務

一
局
へ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。
(
宮
②

一
四
一
O
O
内
線
三
O
七
宮
@
七
三
六
三
)

↑
…
簡
易
保
険
写
実
絞

h

U-

mpゴ
一%。
ン

ク

下

。ル
綾
品
。
一
募
集

F
削
V

J

7

級
、
J

一
一
一
泌
総
〉
¥ハ
郵
総

使

。白

濁
M

晴
府

日

〉

~

ー

-
弱
便
局
で
は
、
簡
易
保
険
二
十
五
周

え'】

な
ど
へ
~
億
二
千
九
百
九
十
万
円
。
学

校
関
係
へ
四
億
八
千
四
百
九
十
万
円
。

年
を
記
念
し
て
、
次
に
よ
り
簡
易
保
険

写
真

コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
の
で
、

大
勢
の
皆
さ
ん
ご
応
募
く
だ
さ
い

。

題
材
l
簡
易
保
険
資
金
融
資
施
設

(
学

校
、
保
育
園
、
住
宅
な
ど
)
を
題
材

と
し
た
明
る
い
作
品
で
、
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

作
品
の
大
き
さ
l
カ
ラ
ー
は
ス
ラ
イ
ド

お
ミ
リ
以
上
、
白
黒
は
四
つ
切
り
。

組
写
真
は
、
一
組
三
点
以
内
。

応
募
方
法

1
カ
ラ
l
ス
ラ
イ
ド
は
そ
の

マ
ウ
ン
ト
に
、
白
黒
は
作
品
の
裏
面

に
、
住
所
、
氏
名
、
画
題
、
簡
易
保

険
資
金
融
資
施
設
名
を
記
入
し
て
、

郵
便
局
窓
口
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品
は
、
原
則
と
し
て
返
却

し
ま
せ
ん
。

入
賞
作
品
の
版
権
は
、
主
催
者
側

へ
帰
属
し
ま
す
。

お
閉
会
せ
l
上
回
郵
便
局
保
険
課

(
宮

@
O
四
九
九
)

郵
便
局
の
簡
易
保
険
に
加
入
し
て
い

る
皆
さ
ん
か
ら
払
込
ま
れ
る
保
険
料
は

保
険
金
や
配
当
と
し
て
支
払
わ
れ
る
ま

で
、
公
営
住
宅
、
学
校
、
道
路
な
ど
の

公
共
事
業
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
資
金
の
総
額
は
全
国
で
九
兆
円

を
突
破
し
、
明
る
い
暮
し
よ
い
生
活
環

境
づ
く
り
に
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。

上
田
市
へ
も
、
道
路
、
汚
物
処
理
場

(敬称略)昭和53年度上田市自治会長名簿

治
蔵
孝
雄
児
久
明
知
男
一
武
恒
武
佐
雄
一
人
保
人
一
雄
重
友
男
宣
忠
喜
一
男
信
雄
行
一
次
一
三
雄
武
喜
正
嘉
一

名

一

一

裟

一

一

子

一

一

代

ー
;
一

長

一

良

国

澄

健

幸

利

好

朝

一

袈

精

義

一

茂

益

三

一

輝

栄

茂

甲

正

義

宗

一敏

政

培

徳

一銀

隆

源

昭

正

千

勅

一

A

E

-

-

一

一

一

一

一

治
一
中
藤
井
屋
沢
原
品
回
一
水
井
村
一
入
寺
藤
一
藤
出
国
田
川
下
沢
一
一千
次
保
林
一
井
田
本
田
沢
見
沢
水
一

白同

一

一

一

一

一

一

一

一
回
斉
武
土
中
関
上
富
丑

一林

清

関

従

田

一塩

山

工

一斉

小

和

石

東

竹

滝

一古

木

久

小

一今
丸
山
中
井
里
宮
清
一

一
一
郷
野
南
島
日
野
回
以
加
一
寺
子
神
山
郷
一
比
組
組
一
人
山
山
一
線
町
田
合
一手

内

湯

よ

一凶

針

木

戸

泉

釘

公

一

名

一

一

一

一

行

一

一

一

ι
1
一

本

海

小

小

本

五

一

井

之

一段

一

前

前

刈

一

一1
H

附

之

一

室
生
一

んしん

一司

UH

〆巴ノ可

つノ斗
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j

i
--L

一

H

-
目

国

一

一
l
H
H

A

引
当
一

白一

上
中
学
上
下
保
株
八
米
一
一千
鈴
訂
柳
下
一
公
中
下
一十

一米
西
手
海
山
野
一
上
院
大
分
一
仁
浦
繰
越
小
下
上
一

一
|
|
出
1

4
|
|
岡
|
|
「
|
刺
珂
凶
|
」
副
剖

4
寸

|

困

-
d『
J
「
|
寸
l
別
刷
」
ー
ー
川
i
l
l
l
副
!
」

一
雄
雄
夫
人
明
保
一
文
一
雄
郎
雄
桂
一
郎
万
基
一
夫
徳
雄
郎
一
剛
一
雄
雄
郎
己
司
美
昭
雄
一
徳
志
功
次
一
一

一男

名

一

ω

l

j

一

一

次

裟

矢

一

一

長
一
嘉
好
貞
昭
創
公

一敏

政

辰

平

芳

正

藤

増

丈

隆

袈

康

放
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下
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一
下
五
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神
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神

科

一
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名
一
宇
久
夫
田
力
相
春
十
男
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治
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ロ
党
治
公
実
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て
て
納
国
力
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男
一
次
幸
一
三
也
趨
徳
治
一
二
三
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司
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甚
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安
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宗
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科
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田
春
金
保
小
田
羽
小
一
西
羽
青
柳
武
塩
困
西
西
一
中
春
母
一
寺
成
玉
竹
中
倉
長
石
村
松
一
坂
太
関
中
井
尾
林

一町
部
塚
城
丘
屋
北
西
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牧
形
川
村
丘
町
所
条
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、
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-
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之
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岩
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辺

之

築

一

討

す

す

1
H

か

治

一

カ

カ

一

E

一

一

一

す

す

自
一
新
諏
生
常
線
新
総
緑
械
一
小
必
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中
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三
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平
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岩
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切綴ロ
使議

除
岡
山
内
。

崎
明
長
野
県
科
学
振
興
会
で
は
、
県
内
の

一
科
学
技
術
の
振
興
を
図
る
た
め
、
次
に

一
よ
り
科
学
研
究
費
助
成
金
の
申
請
を
受

だ

付

て

い

ま

す

の

で
、
希
望
者
は
早
自
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

県
内
で
科
学
(
自
然
科
学
に
限
る
)

の
研
究
を
し
て
い
る
個
人
、
ま
た
は
団

体
。た

だ
し
、
研
究
が
す
で
に
完
成
し
て

い
る
も
の
、
研
究
が
完
成
し
、
そ
の
実

用
化
、
企
業
化
の
費
用
に
あ
て
る
も
の

は
除
き
ま
す
。

〈
区
分
〉

第
一
部

l
一
般

(
第
二
・
三
部
を
除

第
二
部

1
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校

の
教
員
。

第
三
部

1
大
学
、
研
究
所
の
専
門
研

究
者
(
大
学
講
師
以
上
お
よ
び
学
生
を

除
く
)

〈
受
付
期
間
〉

四
月
二
十
八
日
幽
ま
で
。

な
ど
へ
一
億
二
千
九
百
九
十
万
円
。
学

校
関
係
へ
四
億
八
千
四
百
九
十
万
円
。

公
営
住
宅
へ
八
億
八
千
二
百
七
十
万
円

と
合
計
、
十
四
億
九
千
七
百
五
十
万
円

が
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
。

えつー (7炉ーー一昭和53年 4月 1日 広報

〈
手
続
き
・

申
込
先
き
〉

き
め
ら
れ

た
申
請
書
類

二
部
を
県
科

学
振
興
会
上

回
支
部
(
市

役
所
商
工
課

へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い

。

〈
お
問
合
せ
〉

長
野
県
庁

文
書
学
事
課

内
長
野
県
科

学
振
興
会

(
宮

長

野

@

四
三
三
四

)

市
役
所
商
工

謀
商
工
係

(
宮
@
四
一

0
0
内
線
三

O
三
有
線
②

O
七
四
一

)

4月15日の産直

大型近海冷凍イカ
1尾 175円

ノー包装にご協力くださし」
(敬称略)

也じ( J11当地区 氏名 地区 担当地区
名113I!~ [K 担当I也区 氏名 地区 担当地区 氏 名

踏入 大凶垣 甫 下車甘屋 町 丸尾 大屋 小林敦子
中

上小島・下小島 堀内 雅文

11 自 tr消子 鎌 ! 京 沓掛ひ 11 矢島たか {呆野 石井茂人

泉町 斉藤とみ 西 脇 小林喜代神 岩下 太田貞子
塩
舞田 山iIlt.i 哲成

* 上常回 有 t~ 竹代 西 新町 柄本千春 上青木・下青木 高寺正 義
回

八木沢 北沢 義三

/1 飯塚光興k 諏訪音I1池田平IJ 次 みすず台南 山本文吾 平井寺 林 東一郎

中常国 十屯 ir~ .fi- f乍 生 塚 北村 捷 みすず台北 井ノ口 勇 鈴 子本間安雄

音I1
下常国 水型f- 1.士己 常磐 町 田口光 三 梅が丘 岩下康多 東 石 神上原 法治

北 常 回 唐 沢 邦 夫 緑カ、丘 千里f- - flll 久保林 西沢究吾 柳 沢 宮原甲チ夫l

材木町 y尺 柳新司 新屋 小林 B{:i昌
111 
上沢 竹内ふくよ 塩 下之郷 伊藤'市U:j[

/1 小 幡代;志チ /1 北 田正夫 国分・黒坪 尾 iN 信安 /1 村山君校

南天神町 大 塚 英 夫 音I1緑が丘北 成 i代儀三 下 堀 宮 崎 笑子 回 奈良尾 小林 益雄

泉 斗L 香山 主主 義 1/ 令 井普チ 上 堀 池田公保 中 組牧内 P年

南 Jヒ天神 町 !rfi 川 、、 緑カ、丘西 成 j代美歳 畑 山清水光子 下 組工藤 八市

/1 古 川 八iJi:イ 城 ~t 山岸彦平 伊勢山 中村広明 十 人斉藤茂受ー

fi: t己町 キ寺林宏一 小牧 片 |尚 己代子 神科新屋 武井友一
西

東前 山 春原正造

1¥町[尾町 下{ 回 よ 諏訪形 小林忠 吉 梢1!j!J竹・西野竹 f云田秀男 /1 竹内 叡子

告I1本町 荒井美与 1/ 細川 暢 笹 井 手; 坂英一 西前山 前島午之助

末広町 紺i回ゑい
城

5貞 111手塚幸雄 岩 門 香山 111員三 手 塚滝沢光人

大手町 瀬川巨人 中 村 柳沢 ふ見とん 染 屋 川 上 勲
回

新 町中井 袈裟雄

横 町 新 保 宮 治 朝日が丘 松本 務 科 蛇 沢小林賢蔵 山 回竹内 善吾

海野町 t 村茂と忠 三好 町 横林保次 金 井 深町登美子 野 倉吉池将信

中 原町 成沢幸太郎 御所 国 王 照子 山 日山崎 一平 上 手滝沢 ミツ子

袋 11fT 神林誠一 1/ 堀内平八郎 大久保 大矢俊英 思リ 院 内若杉初己

馬場 町 小林俊夫 中之 条 西沢貞二 長 島柳沢輝美
" 

山極利 正

回 町 神 尾 精 一 千曲町 朝日松司 金問。 寺 滝沢弘之 所 大 湯前橋安男

央 JL 堀 国友 5民5主乙4 秋 手口 宮崎嘉平 森 i.奈戸 ニ井準ー 分 去坂井 文子

木 町 甲 田 -1予 iji; /1 中 島治男 大白木・長入 満木頼春 仁古田 水 iJi. 多喜男

北大手 藤原忠美 上 塩 尻 原 伝 小井田・宮之上 内川 三 男 間 南沢号i普

上川原柳 北沢 泉 /1 佐藤百合子 笠 中 吉田 宮沢美喜雄 /1 古 平節男

/1 寓 原 正 義 Iii， 下 塩 尻 母袋玲子 町吉田・下吉田 石坂良太郎 111 浦 野池田丑 正

下川原柳 町田静子 /1 塩野IU奇英男 桜 台平林茂雄 /1 桜井議寿

~t 
愛宕町 岡田美喜子 上回原 小 沢志一 林之郷 酒井利次 藤之木 臼井袈裟tf
上鍛冶町 北原 一 也 川辺町 龍野龍雄 殿 下 郷 上原正一 越 戸井沢善一

鍛冶町 和田 ちか 111 " 笹辺信義 岩清水 佐藤淑治 泉山崎英 二

1:: ii5 山 水野洋三 /1 征矢野せっ 矢 沢 山崎和太郎 11 赤羽;J 示人

下 bf 山 浜 村 芳 郎 念 升 原 尚雄 赤 坂 大平栄尊 西 下室賀 山崎 武

昔日
何P 町小宮山き ん 神 畑 横山 和 下本郷 森 晃 11 久保田康 雄

新 回 横内傍雄 辺 下之条 上原好安 中 五 b日関口恒衛 1-. 室賀 白鳥 明

/1 近 藤盟伝 築地・東築地 場内正雄 /1 甲田千 j掌 11 荒井 泉
1/ ?尺路手口チ 泉 半 過 石井国保 塩 上本郷 田中良治

上紺屍町 斉藤 正 E ヨ 回堀内たか 中 聖f若林袈裟雄

恒5下紺催 町 滝 沢山 -rtイ・ 回 結l 回目白耕平 回 宇:海南・学海図地 武井道子
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権
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人と

② 

法憲
(
一
一
月
二
十
八
日
現
在
)

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

久
家
チ
カ
イ
さ
ん天

神
三
(
泉
平
)
七
九

松
沢
繁
治
さ
ん常

国
一
(
中
常
国
)
七
九

横
内
り
う
さ
ん中

央
北
三

(
新
田

)
九

O

山
崎
町
静
枝
さ

ん

倉

升

五
三

原
因
は
る
じ
さ
ん
み
す
ず
台
南
七
八

飯

島

孝

司

き

ん

下

之

条

七

七

憲
法
第
十
四
条
は
、
日
本
国
憲
法
が

起
草
さ
れ
て
い
る
と
き
、
部
落
解
放
全

国
委
員
会
の
申
し
入
れ
に
よ

っ
て
書
き

加
、
え
ら
れ
た
も
の
で
、
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
条
項
で
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
少
し
書
き
ま
し
ょ
う
。

O

人
種
に
よ
る
差
別
と
は
、
例
え
ば

黒
人
や
朝
鮮
、
中
固
め
人
々
な
ど
に
対

し
て
、
異
民
族
だ
か
ら
と
い
う
差
別
的

な
見
方
で
す
。

O

信
条
に
よ
る
差
別
と
は
、
右
翼
と

か
左
翼
と
か
、
主
流
と
か
反
主
流
と
か

い
ろ
い
ろ
な
立
て
わ
け
を
し
、
不
利
に

お
と
し
入
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
す
。

O

性
別
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よ
る
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と
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、
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お
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三
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エ
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六
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三

三
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下
川
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作
さ
ん

天
神
三

(泉
平
)

七

O

沢

井

常

吉

さ

ん

御

所

八

七

な
の
く
せ
に
」
と
何
ご
と
に
よ
ら
ず

社
会
的
な
地
位
が
、
男
性
と
平
等
に
は

な
り
に
く
い
こ
と
を
い
い
ま
す
。

O

門
地
に
よ
る
差
別
と
は
、
生
ま
れ

つ
き
の
家
柄
に
よ
る
も
の
で
、
結
婚
の

と
き
な
ど
よ
く
問
題
に
な
り
ま
す
。

以
上
、
あ
げ
た
よ
う
な
こ
と
が
ら
で

政
治
や
経
済
、
ま
た
社
会
的
な
こ
と
で

不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
の
が

第
十
四
条
の
ね
ら
い
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
学
歴
に
よ
っ
て
、
就
職

や
賃
金
や
仕
事
の
内
容
に
差
別
が
あ
っ

た
り
、
身
体
障
害
者
が
差
別
さ
れ
た
り

人
に
き
ら
わ
れ
る
職
業
の
人
た
ち
が
差

別
さ
れ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
差
別
が
あ

八
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馬
場
力
さ
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神
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中
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清
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北
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四
五

(中
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国

)
七
四

日

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
差
別
の
中
で
、
一
番
根
深

く
、
集
中
的
で
ひ
ど
い
も
の
が
、
「
部

落
差
別
」
で
す
。

今
日
、
「
人
権
の
尊
重
」
は
、
広
く

社
会
一
般
の
人
ぴ
と
に
叫
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
ほ
ん
と
う
に
す
べ
て
の
人
々
の

人
権
を
尊
重
し
、
そ
の
た
め
に
自
分
の

命
を
か
け
る
ほ
ど
し
っ
か
り
自
覚
さ
れ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
こ
と
と

し
て
も
う
一
度
よ
く
考
、
え
て
み
た
い
も

の
で
す
。

以
上
、
人
権
の
尊
重
に
つ
い
て
ふ
れ

ま
し
た
。

中
央
四
(
上
紺
屋
町
)
六

O

桜

井

孝

正

さ

ん

下

之

条

七

五

関
二
郎
さ
ん常

磐
城
三
(
諏
訪
部
)
八
八

中
村
き
ん
さ
ん

中
央
四
(
木
町
)
八
五

浅
野
初
い
さ
ん

中
央
東
(
上
川
原
柳
)
八
三

宮

下

三

代

治

さ

ん

諏

訪

形

七

五

古

田

は

ま

よ

さ

ん

院

内

八

六

寺
島
志
げ

の
さ
ん

中
央
二

(
海
野
町
)
九

O

村

松

と

も

江

さ

ん

浦

野

七

三

宮

沢

う

め

よ

さ

ん

下

室
賀

七

九

間
島
正
志
さ
ん

小

泉

八

四

荒
井
貞
男
さ
ん

仁
古
田

四

二

斉
藤

一
次
郎
さ

ん

仁

古

田

七

七

戸
島
健
子
き
ん

仁
古
田

O

大
井
清
満
さ
ん中

央
北
二
(
新
田
)
六

O

中

村

本

家

男

さ

ん

舞

回

六

七

西

井

律

弥

さ

ん

山

田

七

七

横
関
真
行
き
ん

中
央
西
一
(
下
紺
屋
町
)
七
七

水

野

と

り

の

さ

ん

五

加

八

O

坂

田

周

平

さ

ん

柳

沢

六

九

小

林

彬

さ

ん

大

湯

八

五

工

藤

恒

雄

さ

ん

下

組

七

六

堀

内

き

か

江

さ

ん

下

小

島

八

O

堀

内

な

み

志

さ

ん

岡

八

六

海

道

よ

し

乃

き

ん

院

内

八

五

小

林

半

六

き

ん

岩

清

水

七

四

久
保

田

友

重

さ

ん

森

七

五

宮
原
よ
し
さ
ん

大

日

木

八

一

中
村
益

さ

ん

小

井

図

五
九

前

市
〈

5
時
で
気


	昭53年01月01日0758号01
	昭53年01月01日0758号02
	昭53年01月01日0758号03
	昭53年01月01日0758号04
	昭53年01月01日0758号05
	昭53年01月01日0758号06
	昭53年01月01日0758号07
	昭53年01月01日0758号08
	昭53年01月01日0758号09
	昭53年01月01日0758号10
	昭53年01月01日0758号11
	昭53年01月01日0758号12
	昭53年01月16日0759号01
	昭53年01月16日0759号02
	昭53年01月16日0759号03
	昭53年01月16日0759号04
	昭53年01月16日0759号05
	昭53年01月16日0759号06
	昭53年02月01日0760号01
	昭53年02月01日0760号02
	昭53年02月01日0760号03
	昭53年02月01日0760号04
	昭53年02月01日0760号05
	昭53年02月01日0760号06
	昭53年02月01日0760号07
	昭53年02月01日0760号08
	昭53年02月16日0761号01
	昭53年02月16日0761号02
	昭53年02月16日0761号03
	昭53年02月16日0761号04
	昭53年02月16日0761号05
	昭53年02月16日0761号06
	昭53年02月16日0761号07
	昭53年02月16日0761号08
	昭53年02月16日0761号09
	昭53年02月16日0761号10
	昭53年03月01日0762号01
	昭53年03月01日0762号02
	昭53年03月01日0762号03
	昭53年03月01日0762号04
	昭53年03月01日0762号05
	昭53年03月01日0762号06
	昭53年03月01日0762号07
	昭53年03月01日0762号08
	昭53年03月16日0763号01
	昭53年03月16日0763号02
	昭53年03月16日0763号03
	昭53年03月16日0763号04
	昭53年03月16日0763号05
	昭53年03月16日0763号06
	昭53年03月16日0763号07
	昭53年03月16日0763号08
	昭53年03月16日0763号09
	昭53年03月16日0763号10
	昭53年04月01日0764号01
	昭53年04月01日0764号02
	昭53年04月01日0764号03
	昭53年04月01日0764号04
	昭53年04月01日0764号05
	昭53年04月01日0764号06
	昭53年04月01日0764号07
	昭53年04月01日0764号08
	昭53年04月16日0765号01
	昭53年04月16日0765号02
	昭53年04月16日0765号03
	昭53年04月16日0765号04
	昭53年04月16日0765号05
	昭53年04月16日0765号06
	昭53年04月16日0765号07
	昭53年04月16日0765号08
	昭53年05月01日0766号01
	昭53年05月01日0766号02
	昭53年05月01日0766号03
	昭53年05月01日0766号04
	昭53年05月01日0766号05
	昭53年05月01日0766号06
	昭53年05月01日0766号07
	昭53年05月01日0766号08
	昭53年05月01日0766号09
	昭53年05月01日0766号10
	昭53年05月01日0766号11
	昭53年05月01日0766号12
	昭53年05月01日0766号13
	昭53年05月01日0766号14
	昭53年05月16日0767号01
	昭53年05月16日0767号02
	昭53年05月16日0767号03
	昭53年05月16日0767号04
	昭53年05月16日0767号05
	昭53年05月16日0767号06
	昭53年05月16日0767号07
	昭53年05月16日0767号08
	昭53年06月01日0768号01
	昭53年06月01日0768号02
	昭53年06月01日0768号03
	昭53年06月01日0768号04
	昭53年06月01日0768号05
	昭53年06月01日0768号06
	昭53年06月01日0768号07
	昭53年06月01日0768号08
	昭53年06月01日0768号09
	昭53年06月01日0768号10
	昭53年06月01日0768号11
	昭53年06月01日0768号12
	昭53年06月16日0769号01
	昭53年06月16日0769号02
	昭53年06月16日0769号03
	昭53年06月16日0769号04
	昭53年06月16日0769号05
	昭53年06月16日0769号06
	昭53年06月16日0769号07
	昭53年06月16日0769号08
	昭53年06月16日0769号09
	昭53年06月16日0769号10
	昭53年06月16日0769号11
	昭53年06月16日0769号12
	昭53年07月01日0770号01
	昭53年07月01日0770号02
	昭53年07月01日0770号03
	昭53年07月01日0770号04
	昭53年07月01日0770号05
	昭53年07月01日0770号06
	昭53年07月01日0770号07
	昭53年07月01日0770号08
	昭53年07月01日0770号09
	昭53年07月01日0770号10
	昭53年07月16日0771号01
	昭53年07月16日0771号02
	昭53年07月16日0771号03
	昭53年07月16日0771号04
	昭53年07月16日0771号05
	昭53年07月16日0771号06
	昭53年07月16日0771号07
	昭53年07月16日0771号08
	昭53年07月16日0771号09
	昭53年07月16日0771号10
	昭53年08月01日0772号01
	昭53年08月01日0772号02
	昭53年08月01日0772号03
	昭53年08月01日0772号04
	昭53年08月01日0772号05
	昭53年08月01日0772号06
	昭53年08月01日0772号07
	昭53年08月01日0772号08
	昭53年08月01日0772号09
	昭53年08月01日0772号10
	昭53年08月01日0772号11
	昭53年08月01日0772号12
	昭53年08月16日0773号01
	昭53年08月16日0773号02
	昭53年08月16日0773号03
	昭53年08月16日0773号04
	昭53年08月16日0773号05
	昭53年08月16日0773号06
	昭53年08月16日0773号07
	昭53年08月16日0773号08
	昭53年09月01日0774号01
	昭53年09月01日0774号02
	昭53年09月01日0774号03
	昭53年09月01日0774号04
	昭53年09月01日0774号05
	昭53年09月01日0774号06
	昭53年09月01日0774号07
	昭53年09月01日0774号08
	昭53年09月16日0775号01
	昭53年09月16日0775号02
	昭53年09月16日0775号03
	昭53年09月16日0775号04
	昭53年09月16日0775号05
	昭53年09月16日0775号06
	昭53年09月16日0775号07
	昭53年09月16日0775号08
	昭53年09月16日0775号09
	昭53年09月16日0775号10
	昭53年09月16日0775号11
	昭53年09月16日0775号12
	昭53年10月01日0776号01
	昭53年10月01日0776号02
	昭53年10月01日0776号03
	昭53年10月01日0776号04
	昭53年10月01日0776号05
	昭53年10月01日0776号06
	昭53年10月01日0776号07
	昭53年10月01日0776号08
	昭53年10月01日0776号09
	昭53年10月01日0776号10
	昭53年10月01日0776号11
	昭53年10月01日0776号12
	昭53年10月16日0777号01
	昭53年10月16日0777号02
	昭53年10月16日0777号03
	昭53年10月16日0777号04
	昭53年10月16日0777号05
	昭53年10月16日0777号06
	昭53年10月16日0777号07
	昭53年10月16日0777号08
	昭53年11月01日0778号01
	昭53年11月01日0778号02
	昭53年11月01日0778号03
	昭53年11月01日0778号04
	昭53年11月01日0778号05
	昭53年11月01日0778号06
	昭53年11月01日0778号07
	昭53年11月01日0778号08
	昭53年11月16日0779号01
	昭53年11月16日0779号02
	昭53年11月16日0779号03
	昭53年11月16日0779号04
	昭53年11月16日0779号05
	昭53年11月16日0779号06
	昭53年11月16日0779号07
	昭53年11月16日0779号08
	昭53年11月16日0779号09
	昭53年11月16日0779号10
	昭53年12月01日0780号01
	昭53年12月01日0780号02
	昭53年12月01日0780号03
	昭53年12月01日0780号04
	昭53年12月01日0780号05
	昭53年12月01日0780号06
	昭53年12月01日0780号07
	昭53年12月01日0780号08
	昭53年12月16日0781号01
	昭53年12月16日0781号02
	昭53年12月16日0781号03
	昭53年12月16日0781号04
	昭53年12月16日0781号05
	昭53年12月16日0781号06
	昭53年12月16日0781号07
	昭53年12月16日0781号08
	昭53年12月16日0781号09
	昭53年12月16日0781号10

